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挨拶

佐竹昭贋

万葉集に「鶏鳴く古りにし里の秋萩を思ふ人どち相見つるかも」

（巻 8・1558）という歌があります。

内外の研究者をお迎えして、今年の国際日本文学研究集会も「思ふ

人どち相見つるかも」、かくありたいものと願って居ります。

今日と明日の研究集会では、中古から現代に及ぶ、さまざまな分野

の研究成果が披露されます。発表を希望されました全員の方々に登場

頂く十分な時間を取ることができず、その点、残念に、また相済まな

く存じて居ります。

この集会の計画を立案いたします国際日本文学研究集会委員会は、

短い時間を少しでも有効に、楽しいものにしたいと、今年は二日目を

芸能特集とし、竹下玲子さんの替女歌の上演を交えて、研究発表と講

演を行うという企画を立てました。

一年一度の集会、かつ貴重な機会ですから、御参加の皆様の有益な

御教示と、暖かい御批判をお願い申し上げます。
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